
「わが村は美しくー北海道」運動第11回コンクール応募団体
合同会社 びほろ笑顔プロジェクト
【美幌町】

美幌町を笑顔あふれる元気なまちに！

【はじまりは？】 【ここが自慢】

【おもな活動】

連絡先
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Ｕ Ｒ Ｌ ：https://bihoroegao.com 

住 所 ：網走郡美幌町字大通北１丁目

電 話 番 号 ：0152-73-0880

Ｆ Ａ Ｘ ：0152-73-0880

Ｅ－ｍａｉｌ：masami.o0321@gmail.com

写真添付

平成２１年５月に美幌商工会議所が「交流人口を増

やし、まちの活性化につながる特産品を開発したい」

との呼び掛けに、飲食店、精肉卸、自治体、農家、ま

た若手経営者、更には「まちを元気にしたい！」と高

校生も集まり、発足した美幌ブランド開発検討委員会

の有志が２４年５月に設立。高校生も社員に加わり、

わが故郷「美幌町を笑顔溢れるまちに！」と活動を始

めました。

「豚から広がる・モノづくり・まちづくり・ヒトづ

くり」を企業理念として、美幌産豚肉を活用した特産

品づくりやイベント等への出店から始まった地域おこ

しの取組は、10年を経過した今、活動は食育、農福商

工連携へと発展し、美幌町のＰＲと活性化を目指した

企業運営を続けています。

「美幌豚醤まるまんま」の製造・販売以降、豚醤を

味付けに利用した新製品を次々と開発しています。原

料となるトマト、唐辛子の栽培を就労型多機能事業所

「ワークセンターぴぽろ」に委託するなど、農福商工

連携への取組も広がっていま

す。

町内の旭小学校では毎年、

製品開発に携わる高校生と食

育の授業を実施しています。

美幌産の豚を使用した豚醤の製造販売から始まった

6次産業化は、農福連携で生産したトマトやなんばん

等の地元産野菜を使用し付加価値を上げた発酵調味料

の製品開発へと続いており、生協やギフトショップで

の販売からふるさと納税の返礼品としても採用され、

美幌を代表する特産品「美幌ブランド」として好評を

得ています。

10年を超える活動の中で、小学校で食育授業を受け

た子どもが、高校生になって小学生に授業を行うと

いった地域内交流が生ま

れています。高校生と開

発した商品は町内外のイ

ベントに出品し、製品開

発から消費者との交流ま

で経験させることができ

ました。

地元産野菜を使用した発酵調味料で地域おこし

小学校での食育授業

美幌高校生との商品開発

美幌町


